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これと同じように空気の持つエネルギーを考える、
空気の持つ位置エネルギーの計算式を我々は持たないが、
ひMaxの時のエネルギーを計算すれば位置エネルギーを
考えずにエネルギー総量がだせる。
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ここで振動の公式 UMa x=Awより
E=Iom(Aw）2= さん、，（エ



（ロ 単位体積⇒ 1m3のこと
密度P ⇒1m3あたりP[kg］ということ.

このことより単位体積にはP[kg］の空気があるといえる。

（イで h i m [ k g］ あ た り I a m Nu t [ J］のエネルギー
を持っていることを求めたので、これを使ってP[kg）
あたりのエネルギーをだせばよい
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た単位体積あたり，
※、今回は単位体積あたりの質量をhimとおいているので
s o m e Pが同じ意味の言葉になっていて、模範解答で
△m=Pと代入する解説がされている
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面Pを通過していると
Iか わかる。

単位体積あたりは（ロ）で
E単=IPは心とだしたので
I s 分 は .
I PAT i×V
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